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北九州市規則に規定する申請書等の押印の特例に関する規則をここに公布す

る。 

令和２年１０月３０日 

                    北九州市長 北 橋 健 治 

北九州市規則第６６号 

北九州市規則に規定する申請書等の押印の特例に関する規則 

（目的） 

第１条 この規則は、北九州市規則に規定する申請書、申込書、届出書その他

の文書で押印の定めがあるもの（以下「申請書等」という。）の押印の特例

を定めることにより、行政手続の簡素化を推進し、もって市民の利便性の向

上及び行政事務の効率化を図ることを目的とする。 

（押印の特例） 

第２条 申請書等のうち市長が別に定めるものについては、当該申請書等につ

いて規定する北九州市規則の規定にかかわらず、押印を要しないものとする

。 

   付 則 

 この規則は、令和２年１１月１日から施行する。 
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北九州市市税条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和２年１０月３０日 

北九州市長 北 橋 健 治 

北九州市規則第６７号 

北九州市市税条例施行規則の一部を改正する規則 

北九州市市税条例施行規則（昭和３９年北九州市規則第５８号）の一部を次

のように改正する。 

 第４条第１項第３号イ中「第２９２条第１項第９号」を「第２９２条第１項

第１０号」に改め、同号ウ中「補てん」を「補塡」に改め、同項第４号中「で

きない金額」の次に「の上限額」を加える。 

 第１０号様式中「延滞金」を「、延滞金」に、「平成２５年１２月３１日」

を「令和２年１２月３１日」に、「当該期間の属する各年の前年の１１月３０

日を経過する時における日本銀行法第１５条第１項第１号の規定により定めら

れる商業手形の基準割引率に年４パーセント」を「北九州市市税条例等の一部

を改正する条例（令和２年北九州市条例第３０号）第１条の規定による改正前

の北九州市市税条例（イにおいて「改正前の市税条例」という。）付則第５条

の２第１項に規定する特例基準割合に年１パーセント」に、「年７．３パーセ

ント）。ただし、平成１２年１月１日前の期間については、年７．３パーセン

ト」を「、年７．３パーセント）」に、「、年１４．６パーセント」を「、改

正前の市税条例付則第５条の２第１項に規定する特例基準割合に年７．３パー

セントの割合を加算した割合（加算後の割合の上限は、年１４．６パーセント

）」に、「平成２６年１月１日」を「令和３年１月１日」に、「特例基準割合

」を「延滞金特例基準割合」に、「１パーセントの割合を加算した割合（加算

後の割合の上限は年７．３パーセント」を「１パーセントの割合を加算した割

合（加算後の割合の上限は、年７．３パーセント」に、「年１４．６パーセン

ト）」を「、年１４．６パーセント）」に改める。 

 第１４号様式の別紙１中 

改め、同様式の別紙２中「特例基準割合」を「延滞金特例基準割合」に、「年

７．３パーセント）」を「、年７．３パーセント）」に、「年１４．６パーセ

を

「 

」

に  

」

「 

5



ント」を「、年１４．６パーセント」に改める。 

第１５号様式の別添（表）及び（裏）以外の部分中「並びに北九州市市税条

例第３６条第１項」を削り、同様式の別添（表）を次のように改める。 
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北九州市公告第７３２号 

 一般競争入札により、委託契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２

２年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年

北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定によ

り次のとおり公告する。 

令和２年１０月３０日 

        北九州市長 北 橋 健 治   

１ 委託内容 

（１） 業務名 家庭ごみ等収集業務４ 一式 

（２） 履行の内容等 仕様書等で定めるとおり 

（３） 履行期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

（４） 履行場所 市長が指示する場所 

（５） 最低制限価格 設定する。 

（６） 入札方法 落札者の決定は、総合評価競争方式をもって行うので、

提案に係る性能、機能、技術等に関する書類及び入札書を提出すること。 

なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額の１００分の１

０に相当する金額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるとき

は、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするの

で、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問

わず、見積もった金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載

すること。 

２ 競争入札参加資格 

  次の各号のいずれにも該当する者であること。 

（１） 北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関す

る規則（平成７年北九州市規則第１１号）第６条第１項の有資格業者名簿

（以下「有資格者名簿」という。）に記載されていること。 

（２） 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること

。 

（３） 北九州市から指名停止を受けている期間中でないこと。 

（４） 有資格者名簿に記載されている本店所在地又は受任地（支店又は営

業所）が北九州市内にあること。 

（５） 共同企業体での入札参加者は、自主結成により共同企業体を結成す

ること。また、全ての構成員が前各号の要件を全て満たすこと。 

なお、共同企業体の構成員は、本件入札に参加する他の協同組合の組合 

員、単独での入札参加者又は他の共同企業体の構成員でないこと。 
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（６） 協同組合として入札参加する場合は、その組合員が、本件入札に参 

加する他の共同企業体の構成員又は単独での入札参加者でないこと。 

３ 総合評価に関する事項 

（１） 総合評価の方式 

ア 総合評価は、加算方式とする。 

イ 評価値は、入札書が無効でない者について、次の算式により算定する 

 。 

   評価値＝技術評価値＋価格評価値 

ウ 技術評価値は、次の（ア）から（エ）までの評価項目ごとの評価によ 

って加算する。 

（ア） 企業の評価 

（イ） 環境活動への取組 

（ウ） 作業体制 

（エ） 作業提案 

  エ 価格評価値は、各入札者の入札金額に応じて得点を与える。ただし、

最低制限価格を下回る金額をもって入札した者は、マイナス１００点を

与える。 

 オ 技術評価値及び価格評価値の配点は、次のとおりとする。 

   （ア） 技術評価値 ２００点 

（イ） 価格評価値 １００点 

（２） その他総合評価に関する詳細については、次項第３号の仕様書等に 

よる。 

４ 仕様書等の交付場所、日時等 

（１） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

（２） 期間 この公告の日（以下「公告日」という。）から令和２年１２

月４日まで（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法

律第１７８号）に規定する休日（以下「日曜日等」という。）を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

（３） 仕様書等の交付方法 第１号の場所において無償で交付する。 

５ 入札参加申出書の提出 

  この公告に係る一般競争入札に参加しようとするものは、仕様書等の交付

を受けた上で所定の期日までに入札参加申出書を北九州市環境局循環社会推

進部業務課へ提出しなければこの入札に参加できない。 

（１） 提出書類 
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入札参加申出書 

（２） 提出の期限、場所及び方法 

  ア 提出期限 公告日から令和２年１２月４日まで（日曜日等を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

イ 提出場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

ウ 提出方法 持参するものとする。 

（３） その他  

申請書等の書類作成に係る費用は、申請者の負担とする。 

６ 入札説明会の日時 

（１） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

        北九州市役所本庁舎９階９１会議室 

（２） 日時 令和２年１１月１６日午後２時 

７ 入札の場所及び日時 

（１） 提出書類 

 ア 入札書 

  イ 入札金額積算内訳書 

  ウ 技術資料 入札説明書のとおり 

（２） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

        北九州市役所本庁舎地下２階第５入札室 

（３） 日時 令和２年１２月１０日午後２時 

８ 落札者の決定方法 

（１） 入札及び開札にて入札者に総合評価のための書類をもって申込みを

させ総合評価を行う。 

（２） 予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した者で、入札金額と

技術資料等の内容によって算出された評価値の最も高い者を落札者とする

。 

なお、評価値の最も高い者が２者以上あるときは、該当者によるくじ引

きで落札者を決定する。 

９ その他  

（１） 契約手続において使用する言語及び通貨 

ア 言語 日本語 

イ 通貨 日本国通貨 

（２） 入札保証金及び契約保証金 

ア 入札保証金 入札価格の１００分の５以上。ただし、契約規則第５条
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第７項各号のいずれかに該当する場合は、免除する。 

イ 契約保証金 契約価格の１００分の５以上。ただし、契約規則第２５

条第７項第１号又は第３号のいずれかに該当する場合は、免除する。 

（３） 保証人 

  ア 人数 １名 

  イ 要件 次に掲げる要件を備えた者でなければならない。 

（ア） 契約の相手方が何らかの理由で契約を履行できなくなった場合

、契約の相手方に代わって契約を履行できる者 

（イ） 契約の相手方が市又は第三者に損害を与えた場合、契約の相手

方に代わってその損害を補償できる者 

（ウ） 契約規則第２条の規定に該当しない者で契約規則第３条に規定

する資格を有するものであること。 

（４） 入札の無効 

次のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者がした入札 

イ 申出書等に虚偽の記載をした者がした入札 

ウ 仕様書記載の入札者に要求される義務を履行しなかった者がした入札 

  エ 契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 

  オ 落札者の決定までに入札参加資格を失った者がした入札 

カ その他、入札の条件に違反した入札 

（５） その他 

   本件業務委託に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。 

（６） この公告に係る契約に関する事務を担当する主管課の名称及び所在

地等 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

〒８０３－８５０１ 

北九州市小倉北区城内１番１号 

電話 ０９３－５８２－２１８０ 
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北九州市公告第７３３号 

 一般競争入札により、委託契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２

２年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年

北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定によ

り次のとおり公告する。 

令和２年１０月３０日 

        北九州市長 北 橋 健 治   

１ 委託内容 

（１） 業務名 家庭ごみ等収集業務５ 一式 

（２） 履行の内容等 仕様書等で定めるとおり 

（３） 履行期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

（４） 履行場所 市長が指示する場所 

（５） 最低制限価格 設定する。 

（６） 入札方法 落札者の決定は、総合評価競争方式をもって行うので、

提案に係る性能、機能、技術等に関する書類及び入札書を提出すること。 

なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額の１００分の１

０に相当する金額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるとき

は、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするの

で、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問

わず、見積もった金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載

すること。 

２ 競争入札参加資格 

  次の各号のいずれにも該当する者であること。 

（１） 北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関す

る規則（平成７年北九州市規則第１１号）第６条第１項の有資格業者名簿

（以下「有資格者名簿」という。）に記載されていること。 

（２） 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること

。 

（３） 北九州市から指名停止を受けている期間中でないこと。 

（４） 有資格者名簿に記載されている本店所在地又は受任地（支店又は営

業所）が北九州市内にあること。 

（５） 共同企業体での入札参加者は、自主結成により共同企業体を結成す

ること。また、全ての構成員が前各号の要件を全て満たすこと。 

なお、共同企業体の構成員は、本件入札に参加する他の協同組合の組合 

員、単独での入札参加者又は他の共同企業体の構成員でないこと。 
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（６） 協同組合として入札参加する場合は、その組合員が、本件入札に参 

加する他の共同企業体の構成員又は単独での入札参加者でないこと。 

３ 総合評価に関する事項 

（１） 総合評価の方式 

ア 総合評価は、加算方式とする。 

イ 評価値は、入札書が無効でない者について、次の算式により算定する 

 。 

   評価値＝技術評価値＋価格評価値 

ウ 技術評価値は、次の（ア）から（エ）までの評価項目ごとの評価によ 

って加算する。 

（ア） 企業の評価 

（イ） 環境活動への取組 

（ウ） 作業体制 

（エ） 作業提案 

  エ 価格評価値は、各入札者の入札金額に応じて得点を与える。ただし、

最低制限価格を下回る金額をもって入札した者は、マイナス１００点を

与える。 

 オ 技術評価値及び価格評価値の配点は、次のとおりとする。 

   （ア） 技術評価値 ２００点 

（イ） 価格評価値 １００点 

（２） その他総合評価に関する詳細については、次項第３号の仕様書等に 

よる。 

４ 仕様書等の交付場所、日時等 

（１） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

（２） 期間 この公告の日（以下「公告日」という。）から令和２年１２

月４日まで（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法

律第１７８号）に規定する休日（以下「日曜日等」という。）を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

（３） 仕様書等の交付方法 第１号の場所において無償で交付する。 

５ 入札参加申出書の提出 

  この公告に係る一般競争入札に参加しようとするものは、仕様書等の交付

を受けた上で所定の期日までに入札参加申出書を北九州市環境局循環社会推

進部業務課へ提出しなければこの入札に参加できない。 

（１） 提出書類 
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入札参加申出書 

（２） 提出の期限、場所及び方法 

  ア 提出期限 公告日から令和２年１２月４日まで（日曜日等を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

イ 提出場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

ウ 提出方法 持参するものとする。 

（３） その他  

申請書等の書類作成に係る費用は、申請者の負担とする。 

６ 入札説明会の日時 

（１） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

        北九州市役所本庁舎９階９１会議室 

（２） 日時 令和２年１１月１６日午後２時 

７ 入札の場所及び日時 

（１） 提出書類 

 ア 入札書 

  イ 入札金額積算内訳書 

  ウ 技術資料 入札説明書のとおり 

（２） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

        北九州市役所本庁舎地下２階第５入札室 

（３） 日時 令和２年１２月１０日午後２時３０分 

８ 落札者の決定方法 

（１） 入札及び開札にて入札者に総合評価のための書類をもって申込みを

させ総合評価を行う。 

（２） 予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した者で、入札金額と

技術資料等の内容によって算出された評価値の最も高い者を落札者とする

。 

なお、評価値の最も高い者が２者以上あるときは、該当者によるくじ引

きで落札者を決定する。 

９ その他  

（１） 契約手続において使用する言語及び通貨 

ア 言語 日本語 

イ 通貨 日本国通貨 

（２） 入札保証金及び契約保証金 

ア 入札保証金 入札価格の１００分の５以上。ただし、契約規則第５条
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第７項各号のいずれかに該当する場合は、免除する。 

イ 契約保証金 契約価格の１００分の５以上。ただし、契約規則第２５

条第７項第１号又は第３号のいずれかに該当する場合は、免除する。 

（３） 保証人 

  ア 人数 １名 

  イ 要件 次に掲げる要件を備えた者でなければならない。 

（ア） 契約の相手方が何らかの理由で契約を履行できなくなった場合

、契約の相手方に代わって契約を履行できる者 

（イ） 契約の相手方が市又は第三者に損害を与えた場合、契約の相手

方に代わってその損害を補償できる者 

（ウ） 契約規則第２条の規定に該当しない者で契約規則第３条に規定

する資格を有するものであること。 

（４） 入札の無効 

次のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者がした入札 

イ 申出書等に虚偽の記載をした者がした入札 

ウ 仕様書記載の入札者に要求される義務を履行しなかった者がした入札 

  エ 契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 

  オ 落札者の決定までに入札参加資格を失った者がした入札 

カ その他、入札の条件に違反した入札 

（５） その他 

   本件業務委託に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。 

（６） この公告に係る契約に関する事務を担当する主管課の名称及び所在

地等 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

〒８０３－８５０１ 

北九州市小倉北区城内１番１号 

電話 ０９３－５８２－２１８０ 
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北九州市公告第７３４号 

 一般競争入札により、委託契約を締結するので、地方自治法施行令（昭和２

２年政令第１６号）第１６７条の６第１項及び北九州市契約規則（昭和３９年

北九州市規則第２５号。以下「契約規則」という。）第４条第１項の規定によ

り次のとおり公告する。 

令和２年１０月３０日 

                    北九州市長 北 橋 健 治   

１ 委託内容 

（１） 業務名 家庭ごみ等収集業務６ 一式 

（２） 履行の内容等 仕様書等で定めるとおり 

（３） 履行期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

（４） 履行場所 市長が指示する場所 

（５） 最低制限価格 設定する。 

（６） 入札方法 落札者の決定は、総合評価競争方式をもって行うので、

提案に係る性能、機能、技術等に関する書類及び入札書を提出すること。 

なお、落札決定に当たっては、入札書に記載された金額の１００分の１

０に相当する金額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるとき

は、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札金額とするの

で、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問

わず、見積もった金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載

すること。 

２ 競争入札参加資格 

  次の各号のいずれにも該当する者であること。 

（１） 北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関す

る規則（平成７年北九州市規則第１１号）第６条第１項の有資格業者名簿

（以下「有資格者名簿」という。）に記載されていること。 

（２） 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること

。 

（３） 北九州市から指名停止を受けている期間中でないこと。 

（４） 有資格者名簿に記載されている本店所在地又は受任地（支店又は営

業所）が北九州市内にあること。 

（５） 共同企業体での入札参加者は、自主結成により共同企業体を結成す

ること。また、全ての構成員が前各号の要件を全て満たすこと。 

なお、共同企業体の構成員は、本件入札に参加する他の協同組合の組合 

員、単独での入札参加者又は他の共同企業体の構成員でないこと。 
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（６） 協同組合として入札参加する場合は、その組合員が、本件入札に参 

加する他の共同企業体の構成員又は単独での入札参加者でないこと。 

３ 総合評価に関する事項 

（１） 総合評価の方式 

ア 総合評価は、加算方式とする。 

イ 評価値は、入札書が無効でない者について、次の算式により算定する 

 。 

   評価値＝技術評価値＋価格評価値 

ウ 技術評価値は、次の（ア）から（エ）までの評価項目ごとの評価によ 

って加算する。 

（ア） 企業の評価 

（イ） 環境活動への取組 

（ウ） 作業体制 

（エ） 作業提案 

  エ 価格評価値は、各入札者の入札金額に応じて得点を与える。ただし、

最低制限価格を下回る金額をもって入札した者は、マイナス１００点を

与える。 

 オ 技術評価値及び価格評価値の配点は、次のとおりとする。 

   （ア） 技術評価値 ２００点 

（イ） 価格評価値 １００点 

（２） その他総合評価に関する詳細については、次項第３号の仕様書等に 

よる。 

４ 仕様書等の交付場所、日時等 

（１） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

（２） 期間 この公告の日（以下「公告日」という。）から令和２年１２

月４日まで（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法

律第１７８号）に規定する休日（以下「日曜日等」という。）を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

（３） 仕様書等の交付方法 第１号の場所において無償で交付する。 

５ 入札参加申出書の提出 

  この公告に係る一般競争入札に参加しようとするものは、仕様書等の交付

を受けた上で所定の期日までに入札参加申出書を北九州市環境局循環社会推

進部業務課へ提出しなければこの入札に参加できない。 

（１） 提出書類 
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入札参加申出書 

（２） 提出の期限、場所及び方法 

  ア 提出期限 公告日から令和２年１２月４日まで（日曜日等を除く。）

の毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 

イ 提出場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

ウ 提出方法 持参するものとする。 

（３） その他  

申請書等の書類作成に係る費用は、申請者の負担とする。 

６ 入札説明会の日時 

（１） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

        北九州市役所本庁舎９階９１会議室 

（２） 日時 令和２年１１月１６日午後２時 

７ 入札の場所及び日時 

（１） 提出書類 

 ア 入札書 

  イ 入札金額積算内訳書 

  ウ 技術資料 入札説明書のとおり 

（２） 場所 北九州市小倉北区城内１番１号 

        北九州市役所本庁舎地下２階第５入札室 

（３） 日時 令和２年１２月１０日午後３時 

８ 落札者の決定方法 

（１） 入札及び開札にて入札者に総合評価のための書類をもって申込みを

させ総合評価を行う。 

（２） 予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した者で、入札金額と

技術資料等の内容によって算出された評価値の最も高い者を落札者とする

。 

なお、評価値の最も高い者が２者以上あるときは、該当者によるくじ引

きで落札者を決定する。 

９ その他  

（１） 契約手続において使用する言語及び通貨 

ア 言語 日本語 

イ 通貨 日本国通貨 

（２） 入札保証金及び契約保証金 

ア 入札保証金 入札価格の１００分の５以上。ただし、契約規則第５条
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第７項各号のいずれかに該当する場合は、免除する。 

イ 契約保証金 契約価格の１００分の５以上。ただし、契約規則第２５

条第７項第１号又は第３号のいずれかに該当する場合は、免除する。 

（３） 保証人 

  ア 人数 １名 

  イ 要件 次に掲げる要件を備えた者でなければならない。 

（ア） 契約の相手方が何らかの理由で契約を履行できなくなった場合

、契約の相手方に代わって契約を履行できる者 

（イ） 契約の相手方が市又は第三者に損害を与えた場合、契約の相手

方に代わってその損害を補償できる者 

（ウ） 契約規則第２条の規定に該当しない者で契約規則第３条に規定

する資格を有するものであること。 

（４） 入札の無効 

次のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

  ア この公告に示した競争入札参加資格のない者がした入札 

イ 申出書等に虚偽の記載をした者がした入札 

ウ 仕様書記載の入札者に要求される義務を履行しなかった者がした入札 

  エ 契約規則第１２条各号のいずれかに該当する入札 

  オ 落札者の決定までに入札参加資格を失った者がした入札 

カ その他、入札の条件に違反した入札 

（５） その他 

   本件業務委託に係るその他入札に関する条件は、入札説明書による。 

（６） この公告に係る契約に関する事務を担当する主管課の名称及び所在

地等 

北九州市環境局循環社会推進部業務課 

〒８０３－８５０１ 

北九州市小倉北区城内１番１号 

電話 ０９３－５８２－２１８０ 
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北九州市訓令第１４号 

庁中一般 

北九州市訓令に規定する申請書等の押印の特例に関する訓令を次のように定

める。 

令和２年１０月３０日 

                    北九州市長 北 橋 健 治 

北九州市訓令に規定する申請書等の押印の特例に関する訓令 

（目的） 

第１条 この訓令は、北九州市訓令に規定する申請書、届出書その他の文書で

押印の定めがあるもの（以下「申請書等」という。）の押印の特例を定める

ことにより、行政手続の簡素化を推進し、もって行政事務の効率化を図るこ

とを目的とする。 

（押印の特例） 

第２条 申請書等のうち市長が別に定めるものについては、当該申請書等につ

いて規定する北九州市訓令の規定にかかわらず、押印を要しないものとする

。 

   付 則 

 この訓令は、令和２年１１月１日から施行する。 

25



北九州市消防局訓令第４号

                          庁中一般

北九州市消防手帳及び北九州市消防職員立入検査証に関する規程及び北九州

市消防地理水利規程の一部を改正する訓令を次のように定める。

令和２年１０月３０日

北九州市消防長 月 成 幸 治 

   北九州市消防手帳及び北九州市消防職員立入検査証に関する規程

及び北九州市消防地理水利規程の一部を改正する訓令

（北九州市消防手帳及び北九州市消防職員立入検査証に関する規程の一部改

正）

第１条 北九州市消防手帳及び北九州市消防職員立入検査証に関する規程（昭

和４５年北九州市消防局訓令第５号）の一部を次のように改正する。

第５条中「記載し、押印する」を「記載する」に改める。

第６条の見出し中「、または」を「又は」に改め、同条中「、または」を

「、又は」に、「公印または認印の押印」を「署名」に改める。

（北九州市消防地理水利規程の一部改正）

第２条 北九州市消防地理水利規程（昭和５３年北九州市消防局訓令第６号）

の一部を次のように改正する。

  第３号様式中「の所有、管理、占有する」を「が所有し、管理し、又は占

有する」に、「氏名」を「氏名（自署）」に改め、「○印 」を削る。

付 則 

 この訓令は、令和２年１１月１日から施行する。
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北九州市上下水道局管理規程第８号 

北九州市上下水道局管理規程に規定する申請書等の押印の特例に関する規程

を次のように定める。 

令和２年１０月３０日 

               北九州市上下水道局長 中 西 満 信 

北九州市上下水道局管理規程に規定する申請書等の押印の特例に 

関する規程 

（目的） 

第１条 この規程は、北九州市上下水道局管理規程に規定する申請書、申込書

、届出書その他の文書で押印の定めがあるもの（以下「申請書等」という。

）の押印の特例を定めることにより、行政手続の簡素化を推進し、もって市

民の利便性の向上及び行政事務の効率化を図ることを目的とする。 

（押印の特例） 

第２条 申請書等のうち北九州市上下水道局長が別に定めるものについては、

当該申請書等について規定する北九州市上下水道局管理規程の規定にかかわ

らず、押印を要しないものとする。 

   付 則 

 この規程は、令和２年１１月１日から施行する。 
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北九州市上下水道局告示第３６号 

 水道法（昭和３２年法律第１７７号）第１６条の２第１項の規定による給水

装置工事事業者の指定を行ったので、同法第２５条の３第２項の規定により次

のとおり告示する。 

  令和２年１０月３０日 

北九州市上下水道局長 中 西 満 信   

指定番号 工事店の 

名 称 

代表者 所在地 指定年月日

Ｋ－１１０ Ｃｏｎｎｅｃｔ 長尾英雄 北 九 州 市 小 倉

北 区 三 郎 丸 一

丁 目 ８ 番 ６ －

３０２号 

令和２年１

０月３０日

Ｆ－２０９ 野田設備 野田裕之 福 岡 県 鞍 手 郡

鞍 手 町 大 字 中

山 ３ １ ６ ８ 番

地２２ 

令和２年１

０月３０日
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北九州市上下水道局告示第３７号 

 水道法（昭和３２年法律第１７７号）第２５条の７の規定により指定給水装

置工事事業者から給水装置工事の事業の廃止の届出があったので、北九州市上

下水道局指定給水装置工事事業者規程（平成１０年北九州市水道局管理規程第

７号）第４条の規定により次のとおり告示する。 

  令和２年１０月３０日 

北九州市上下水道局長 中 西 満 信   

指定番号 工事店の 

名 称 

代表者 所在地 廃止年月日 

Ｗ－０５４ ホームガス商

事有限会社 

梅野丈博 北九州市若松区

東二島三丁目５

番７号 

令和２年９

月３０日 

Ｆ－０４８ ＪＲ九州エン

ジニアリング

株式会社 

師村 博 福岡市博多区冷

泉町４番１７号 

令和２年９

月２９日 
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北九州市交通局管理規程第１０号 

北九州市交通局管理規程に規定する申請書等の押印の特例に関する規程を次

のように定める。 

令和２年１０月３０日 

                   北九州市交通局長 池 上 修 

北九州市交通局管理規程に規定する申請書等の押印の特例に関す 

る規程 

（目的） 

第１条 この規程は、北九州市交通局管理規程に規定する申請書、申込書、届

出書その他の文書で押印の定めがあるもの（以下「申請書等」という。）の

押印の特例を定めることにより、行政手続の簡素化を推進し、もって市民の

利便性の向上及び行政事務の効率化を図ることを目的とする。 

（押印の特例） 

第２条 申請書等のうち北九州市交通局長が別に定めるものについては、当該

申請書等について規定する北九州市交通局管理規程の規定にかかわらず、押

印を要しないものとする。 

   付 則 

 この規程は、令和２年１１月１日から施行する。 
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北九州市教育委員会規則に規定する申請書等の押印の特例に関する規則をこ

こに公布する。 

令和２年１０月３０日 

北九州市教育委員会      

教育長 田 島 裕 美   

北九州市教育委員会規則第２２号 

北九州市教育委員会規則に規定する申請書等の押印の特例に関す 

る規則 

（目的） 

第１条 この規則は、北九州市教育委員会規則に規定する申請書、届出書その

他の文書で押印の定めがあるもの（以下「申請書等」という。）の押印の特

例を定めることにより、行政手続の簡素化を推進し、もって市民の利便性の

向上及び行政事務の効率化を図ることを目的とする。 

（押印の特例） 

第２条 申請書等のうち教育長が別に定めるものについては、当該申請書等に

ついて規定する北九州市教育委員会規則の規定にかかわらず、押印を要しな

いものとする。 

   付 則 

 この規則は、令和２年１１月１日から施行する。 

31



北九州市教育委員会訓令第２号 

庁中一般 

 北九州市教育委員会文書規程の一部を改正する訓令を次のように定める。

  令和２年１０月３０日

                     北九州市教育委員会

教育長 田 島 裕 美

   北九州市教育委員会文書規程の一部を改正する訓令

北九州市教育委員会文書規程（昭和４７年北九州市教育委員会訓令第１号）

の一部を次のように改正する。

第１号様式中「 」を削る。

第２号様式中

   付 則 

 この訓令は、令和２年１１月１日から施行する。 

「

」

を

「

」

に改める。
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北九州市教育委員会教育長訓令第２号 

  庁中一般   

北九州市教育委員会教育長訓令に規定する申請書等の押印の特例に関する訓

令を次のように定める。 

令和２年１０月３０日 

北九州市教育委員会      

 教育長 田 島 裕 美   

北九州市教育委員会教育長訓令に規定する申請書等の押印の特例 

に関する訓令 

（目的） 

第１条 この訓令は、北九州市教育委員会教育長訓令に規定する申請書、届出

書その他の文書で押印の定めがあるもの（以下「申請書等」という。）の押

印の特例を定めることにより、行政手続の簡素化を推進し、もって行政事務

の効率化を図ることを目的とする。 

（押印の特例） 

第２条 申請書等のうち教育長が別に定めるものについては、当該申請書等に

ついて規定する北九州市教育委員会教育長訓令の規定にかかわらず、押印を

要しないものとする。 

   付 則 

 この訓令は、令和２年１１月１日から施行する。 
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 北九州市人事委員会規則に規定する届出書等の押印の特例に関する規則をこ

こに公布する。

令和２年１０月３０日

             北九州市人事委員会委員長 河 原 一 雅

北九州市人事委員会規則第７号                        

   北九州市人事委員会規則に規定する届出書等の押印の特例に関す

る規則

（目的）

第１条 この規則は、北九州市人事委員会規則に規定する届出書その他の文書

で押印の定めがあるもの（以下「届出書等」という。）の押印の特例を定め

ることにより、行政手続の簡素化を推進し、もって行政事務の効率化を図る

ことを目的とする。 

 （押印の特例） 

第２条 届出書等のうち北九州市人事委員会が別に定めるものについては、当

該届出書等について規定する北九州市人事委員会規則の規定にかかわらず、

押印を要しないものとする。 

   付 則 

 この規則は、令和２年１１月１日から施行する。
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